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研究成果の概要（和文） ： 
日本上代文学を日本及び東アジア各地の声の文芸と比較することによって、文学発生の様 

相、東アジアの基層文化（神話や歌掛けなど）と上代文学との関わり、文字表現の背後に広 
がる声の生態、声の表現の文字化などのような、上代文学における声と文字との関わりの諸 
相について考究した。 
研究成果の概要（英文）： 

By comparing Japanese ancient literature with oral literature in Japan and in various 
areas of East Asia this research aims to explore the diverse aspects of connection 
between voice and written signs in ancient Japanese literature. Particularly, it deals 
with the problem of origin of literature, the connection between cultural fundamentals 
of East Asia (myths, utakake – rites of songs exchange, etc.) and ancient literature, 
with the system of vocal acts that forms the background for literary expressions, or 
literation of vocal expressions. 
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１．研究開始当初の背景 

上代文学が声（口頭）の要素を色濃く有す 

ることは古くから論じられてきたが、その研 

究の殆どが生きた声の文芸を比較資料とし 

て取り上げることなく、上代の文献資料のみ 

から帰納的に推論したり、声の文芸の資料が 

援用されることになったとしても文献化さ 

れた資料を通して研究するにとどまってき 

た。しかし、声の文芸は声の発し手と聴き手 

との関係において成立し、生成と伝承のうち 

に流動するようなダイナミックなものであ 

る。その様相は生きた姿においてしか捉える 

ことができない。上代文学における声の要素 

について考究するためには、こうした声の文 

機関番号：３４３１５ 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2009～2011 

課題番号：２１５２０２１８ 

研究課題名（和文） 上代文学の歌・説話と声の歌・説話との比較研究 

研究課題名（英文） A comparative study of Japanese ancient literature and oral 

literature 

研究代表者 

真下 厚（MASHIMO ATSUSHI） 

立命館大学・文学部・教授 

研究者番号：50209425



芸の生態を明らかにし、そこから上代文学を 

照射することが必要である。 

本研究代表者はかつて「文字の世界の向こ 

うへ」（『古代文学』第４０号「小特集・古 

代文学研究の現状と展望」、古代文学会、２ 

００１年、６８頁から６９頁まで）において 

上代文献の文字世界の向こうに広がる声の 

世界を解明するために今日なお世界各地に 

生きている声の文芸の生態についての調 

査・研究を重ね、そこから導かれる結果を材 

料として比較研究する方法を提言した。 

本研究代表者は、これまで上代の歌謡・和 

歌や神話・伝説における声の要素と文字表現 

との関わりについて、「万葉歌と奄美・沖縄 

の声の歌との比較研究」（日本学術振興会科 

学研究費・基盤研究Ｃ、２００３年度から２ 

００５年度まで）、「日本古代神話・伝説と 

琉球神話・伝説の比較研究」（日本学術振興 

会科学研究費・基盤研究Ｃ、２００６年度か 

ら２００８年度まで）、「万葉歌と声の歌と 

の比較研究」（財団法人奈良県万葉文化振興 

財団委託共同研究、２００７年度から２００ 

８年度まで）などにおいて研究を進めてきた。 

これらの研究成果にもとづいて、 上代文学 

の歌・説話と日本及び東アジアの声の歌・説 

話との比較研究をさらに進め、 上代文学にお 

ける声と文字との関わりの諸相について考 

究する、 文献学的研究と声の文芸についての 

生態的研究とを総合した比較研究を展開さ 

せようと構想したものである。 

２．研究の目的 

本研究は、『古事記』『日本書紀』『風土 

記』『万葉集』など上代文献に記載されてい 

る歌・説話について、主として奄美・沖縄地 

方の生きた声の歌・説話と、さらには広く東 

アジア各地の声の文芸と比較研究すること 

によって、それらの文字表現における声と文 

字との関わりの諸相を考究し、上代文学にお 

ける声と文字の表現についての研究を体系 

化しようとしたものである。 

もっとも、上代文献所載の歌・説話と今日 

における声の歌・説話とでは時代、地域、社 

会などが異なるものであり、それらを比較す 

ることは無意味なことのように思われるか 

もしれない。しかしながら、かつてＡ・Ｂ・ 

ロード氏は古代ギリシアの叙事詩を研究す 

る方法として、声によって生成する旧ユーゴ 

スラビアの英雄叙事詩を分析してそれが決 

まり文句と口頭的構成法とによって生み出 

されていることを理論化し、そこからギリシ 

ア叙事詩の研究に赴いて、それが声の文芸と 

して生み出されたものであることを論じた 

（ “The Singer of Tales” Harvard University 

Press、１９６０年）。時代や地域、社会な 

どが異なっていても、声の文芸としての共通 

性・一般性を見出し得るのである。 

本研究においてもこうした方法に倣って、 

日本及び東アジア各地の生きた声の歌・説話 

の諸現象を十分に観察してそれらを理論化 

し、それを手がかりとして上代の歌・説話の 

諸現象について比較研究を進めてその諸相 

を明らかにし、 上代文学における声と文字と 

の関わりの位相を定位しようとしたもので 

ある。 

３．研究の方法 

本研究を遂行するためには、上代文学につ 

いての文献学的な研究を深める一方で、生き 

た声の歌・説話についての丹念なフィールド 

ワークにもとづいた研究を行う必要がある。 

このうち、声の歌・説話についてのフィール 

ドワークは、日本の奄美・沖縄地方及び中国 

湖南省湘西ミャオ族地域などにおける調 

査・研究を深める一方、東アジア各地の地 

域・民族の声の歌・説話についての広い知見 

を求めてゆく。そして、こうしたことを踏ま 

えて、これらの研究を総合して比較研究を行



う。

その比較研究の分野として、次の２つの項 

目を軸とする。 

Ⅰ．上代歌謡・万葉歌と声の歌との比較 

Ⅱ．上代説話と声の説話との比較 

本研究においては声の文芸についての持 

続的なフィールドワークが必須であり、それ 

によって初めて上代に文字で記載された文 

学を照射することができる。こうしたことに 

もとづいて、奄美大島、徳之島の声の歌であ 

る奄美島歌や宮古諸島の民間神話など、中国 

湖南省ミャオ族、雲南省イ族の歌掛けや民間 

神話についてのフィールドワークを行うも 

のとする。さらに、本研究には、東アジア各 

地の声の歌・説話について広い知見を得るこ 

とが必要である。いくつかの地域・民族では 

声の歌が豊かに生成・伝承される一方で歌が 

文字で書かれ使者によって手紙として相手 

に届けられるというように、声の歌・説話の 

文字文化との関わりにはさまざまな位相が 

あり、上代文学の歌・説話における声と文字 

との関わりの位相を考究するためにはこう 

したことについての広い知見が必要であり、 

こうしたことについて先行文献の調査など 

によって収集するものとする。 

このような作業によって知り得た声の 

歌・説話の表現や生態を理論化し、そこから 

上代文学の世界を照射してゆくものとする。 

４．研究成果 

日本の上代文学について日本及び東アジ 

アの声の文芸と比較してみることによって、 

まずは文字以前の様相を推定することがで 

きる。『古事記』『日本書紀』などにはシャ 

ーマン的な人物が呪言・呪詞を発することが 

記されているが、こうしたものがどのように 

生み出されてくるかは明らかではない。しか 

し、奄美・沖縄にはシャーマン的民間宗教者 

たちがいまも盛んに活動しており、彼らは神 

霊から教授されたものとして呪言・呪詞や説 

話形態の民間神話を無意識のうちに生み出 

しているのである（「奄美・沖縄のシャーマ 

ニズムと呪言・呪詞の発生」「民間伝承のな 

かの創世神話 奄美・沖縄の呪詞・説話か 

ら」）。このような様相を文献以前の段階と 

して置いてみることによって『古事記』『日 

本書紀』の記事への道程を推定することがで 

きる。また。こうしたところから、歌や呪詞 

形態・説話形態の神話が発生するのである 

（『歌の起源を探る 歌垣』）。このような 

日本における文学発生の様相について推定 

することができた。 

次に、日本の上代文化の東アジア基層文化 

とのつながりを示すものとして洪水型兄妹 

始祖神話や歌掛けがある。洪水型兄妹始祖神 

話は現在では奄美・沖縄地方に偏在して伝承 

されているが、本土地方にもわずかに伝承さ 

れてきており、上代のイザナキ・イザナミ神 

話の基層をなす伝承からの命脈をたどるこ 

とができる（「琉球列島における洪水型兄妹 

始祖神話とその周辺」）。こうした神話の伝 

承は民間宗教者たちによって受け継がれ、今 

日にまで伝えられてきたもののようである。 

また、歌掛けという歌文化は東アジア・東南 

アジアに色濃く存在するものであり、日本に 

おいても長い伝統と広がりとを有している。 

上代における歌垣や宴における歌掛け、万葉 

相聞歌などはこうした歌文化のなかに位置 

づける必要がある（『歌の起源を探る 歌 

垣』）。そのなかで、万葉相聞歌は歌垣の系 

譜に連なるのではなく、宴での掛け合いの歌 

に連なるものとしてみるべきだと考える。歌 

垣は不特定の人々による歌掛けであるのに 

対し、宴は特定の人々によって行われるもの 

であって、歌をめぐる文化の集中、集積が行 

われてゆくものだからである（「万葉歌と奄 

美の声の歌との比較研究」）。



万葉相聞歌の贈答は上代貴族たちの恋愛 

習俗にもとづいて行われたのであるが、万葉 

歌そのものから知られるところは多くない。 

中国西南部の少数民族の恋愛習俗を比較の 

資料として横に置いてみると、歌の背景とな 

る恋愛習俗がさまざまに存していたことが 

想定されることとなる（「中国湖南省鳳凰県 

ミャオ族の恋愛習俗」、『歌の起源を探る 歌 

垣』）。 また、そうした習俗のなかには、 

恋の歌掛けを二人の証文とするためやいい 

歌を残しておくためなど、さまざまな目的か 

ら声の歌を漢字で書き記すことも行われて 

いる（「中国湖南省鳳凰県ミャオ族の恋愛習 

俗」）。こうしたところから、万葉歌がなぜ 

書かれたかを推定する手がかりが得られる 

ことになるのである。 
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